
アクセス制限設定 マニュアル
アクセス制限設定とは
コースの参加は登録されたメンバーのみが利用できますが、ページ自体のアクセスはどなたでもできます。
本設定をされますと開設された限定Lのページで認証を発生させ、許可した特定のUMIN IDのみがアクセス可能とすることができます。

～設定上の注意点～
・「限定Lのメンバー管理」と別途管理が必要
本設定はページ自体へのアクセスを制限するものであり、開設された限定L上でのメンバーの管理設定とは異なります。

本設定と限定L側の2つの設定を管理いただくといった手間が発生します。
メンバー管理方法については「メンバー登録方法と役割【PDF】」をご参照ください。

尚、メンバー登録にあたり、一度参加者様に開設された限定Lのサイトにログインをしていただく必要がございます。

サイトのURLと合わせて「メンバー参加方法【参加者向けマニュアル】」をお渡しください。

・コーディネータのUMIN IDであってもメンバーに登録していないとアクセス不可
本システムで登録されていないUMIN IDはいずれにおいてもアクセスすることはできません。

開設された限定Lの管理をされる場合は必ずコーディネータのUMIN IDも合わせてご登録ください。

また、コーディネータ管理ページの「コーディネータのUMIN ID」情報はアクセス制限設定に自動反映されません。

追加・削除や変更が生じた場合は本設定も合わせまして更新してください。

・コーディネータ管理ページの「管理者ログイン」を使用しても認証を求められる
未設定の場合は管理ページにあります「管理者ログイン」を押下すると管理者権限で自動ログインされますが、本設定をされると認証が発生します。

https://www.umin.ac.jp/l/pdf/role.pdf
chrome-extension://efaidnbmnnnibpcajpcglclefindmkaj/https:/www.umin.ac.jp/l/pdf/user-member-s.pdf
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本設定完了までの流れ



1.図1の①「（希望するURL）の制限を設定する」に
お進みいただくと設定画面に進みます。

2.こちらのリストに入力された「UMIN ID」のみが限定Lのサイトにアクセス可能となります。
備考は機能に影響しません。任意の文字を登録にご活用ください。
図2②「UMIN ID」の入力・更新が完了しましたら③「アクセス制限の設定を実行」を
押下ください。
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アクセス制限設定方法



3.アクセス制限設定完了の文字が表示されますと設定完了となります。 4. UMIN IDの持ち主へ設定完了の旨をお伝えし、ログインをお試しいただいてください。
図4のように表示されますと正しく設定ができています。
図5の表示はログイン自体成功していますが制限をかけたIDの文字列やアクセスしたページ
に誤りがあります。確認の上、再度お試しください。
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1.図1の①「アクセス制限解除」ボタンを押下しますと図2のメッセージが表示されます。
記載のとおり復元はできませんので、リストのバックアップを残すことを推奨しております。
削除に同意される場合は②「OK」を押下ください。

②

アクセス制限解除方法
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